
 
 
 
 
１、背景及び目的 
 
 近年、全国各地において激甚な自然災害が頻発しており、被災市町村における災害復旧事

業については、災害査定などの普段体験しない迅速な対応と膨大な実務が求められます。 
このため、被災市町村の少数職員に対して、多大な労力や負担が強いられ、災害対応の困

難さが浮き彫りとなっています。 
こうした状況の中で、当協会では、平成２９年九州北部豪雨災害により被災した福岡県の

朝倉市や東峰村に対して、災害復旧技術専門家と連携を取りながら、災害復旧の支援活動を

行って参りました。 
これらを踏まえ、当講習会は、九州内における市町村職員や災害復旧事業に携わる技術者

の方々を対象として、災害復旧事業を基礎から学ぶ機会を設け、災害対応能力の向上に資す

ることを目的としています。 

２、講習内容  
※ 能登半島地震への災害対応に伴い、講師及び内容が一部変更となって 

おります。 
 

①災害復旧事業制度について、②改良復旧関係事業について         

災害復旧技術専門家                      後藤 信孝  氏 

③災害査定の留意点について         

国土交通省 水管理・国土保全局 災害査定官          小川 渉   氏 

④ＤＸを用いた新しい災害査定（試行）について 

鹿児島県 土木部 道路維持課  技術主査            眞邉 武志 氏 

⑤被災市町村への支援事例について            

（一社）九州地域づくり協会 技術部長              久留 省二  

3、開催日時及び開催会場 
 ・開催日時：令和６年２月２日(金)１０:００～１７:００ (会場受付 9:30、ＷＥＢ接続 9：45) 
 ・開催会場：リファレンス駅東ビル貸会議室（３Ｆ） Ｈ－２会議室 
       福岡県福岡市博多区博多駅東１-１６-１４ ※駐車場なし 

4、受講対象、定員、参加費、申込方法 
・受講対象：九州内における市町村職員や災害復旧事業に携わる技術者の方  々
・定員及び参加費：会場 100 名、Web 200 名（Zoom ウエビナー配信） 

※ 先着順となり、事前申込み必須 です。（当日受付は出来ません) 
※ 昼食は、各々でご準備ください。会場での食事は可能となっております。 

   ・申込方法：（一社）九州地域づくり協会のホームページ（https://www.qscpua.or.jp/）より、

申込フォームに進み、必要事項を入力して事前申込手続きを行って下さい。 
 
 
 
  

第４回災害復旧技術講習会（2024.02.02） 
主催：（一社）九州地域づくり協会

参加費無料

※申込期間  
令和５年１２月２５日（月）１２時～令和６年１月３０日（火）１２時まで 

公益社団法人  土木学会 技術推進機構 CPD 認定プログラム(5.9)  
※ 土木学会で証明する単位が、各団体のルールにより認められない場合が 

ありますのでご注意ください。 



 
５、ＣＰＤについて 
 
 【 会場参加者 】 
   ･後日、申込時にご登録いただきましたメールアドレスへ受講証明書を送信いたします。 
    
  【 オンライン参加 】 

･本講習会が全て終了した後、メールにてアンケートを送信いたしますので、注意事項に 
従いご回答下さい。 
アンケートへの回答と講習会の受講状況（通信ログ）を確認した後、ご登録頂いたメール 
アドレスへ受講証明書（ＣＰＤ）をメールにて送信いたします。 
 
※ アンケートで１００文字以上の所見を求めている箇所がありますので、必ず 

規定文字数以上ご記載ください。不足している場合は、受講証明書は発行出来 
ません 

※ 受講の有無を確認するため、申請１件につき１名で受講してください。 
（１台のパソコンで複数人が受講した場合、通信ログによる受講の有無を確認 
することが出来ませんので、受講証明書を発行できません。 
ご注意してください。） 

 
６、その他 

・後  援  ：国土交通省 九州地方整備局、公益社団法人 全国防災協会 
 
・問合せ先  ：一般社団法人 九州地域づくり協会  企画部 企画課 松井、秀徳(ｼｭｳﾄｸ)  

福岡市博多区博多駅東２丁目５番１９号、電話：092-476-5680 



第 4 回災害復旧技術講習会（2024.02.02）カリキュラム 
 

時 間 
 

講 義 題 名 講 師 名 備 考 

 
10：00 
～10：05 
（5 分） 

 
主催者挨拶 九州地域づくり協会 

理事長 田中 愼一郎 

 

 
10：05 
～12：00 
(115 分) 

 

災害復旧事業制度について 

 講演 10:05～11:40 

  質問 11:40～12:00 

災害復旧技術専門家 

後藤 信孝 氏 

 

 

 
12：00 
～13：00 
(60 分) 

 

《 休 憩 》 
  

13：00 
～14：00 
(60 分) 

改良復旧事業について 

 講演 13:00～13:50 

  質問 13:50～14:00 

 

災害復旧技術専門家 

後藤 信孝 氏 

 

 
14：00 
～15：40 
(100 分) 

 

災害査定の留意点について 

  講演 14:00～15:30 

  質問 15:30～15:40 

国土交通省 水管理・国土保全局 

災害査定官 小川 渉 氏 

 

 
15：40 
～15：50 
(10 分) 

 

《 休 憩 》 

  

 
15：50 
～16：25 
(35 分) 

 

ＤＸを用いた新しい災害査定（試

行）について 

講演 15:50～16:10 

  質問 16:10～16:25 

鹿児島県 土木部 道路維持課 

技術主査 眞邉 武志 氏 

 

 
16:25 
～17：00 
（35 分） 

 
被災市町村への支援事例について

  講演 16:25～16:45 

  質問 16:45～17:00 

（一社）九州地域づくり協会 

技術部長 久留 省二 

 

 
1７：０0 

 
（ 閉 講 ） 

  

 


